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別紙様式３

地域におけるチャレンジ・ネットワーク環境整備推進事業研究報告書
奈 良 県都道府県

地域におけるチャレンジの推進１.チャレンジ支援 （事業名）

推進事業の全体像

（ネットワーク等全体像）

「女性のチャレンジ支援」推進にかかる県民意識の高揚を図る

ため、県民会議等において自主的で具体的な取組に向けて議論を

高めるとともに、女性センターを中心とした情報支援等のネット

ワークを構築。

○県民会議及び県民ミーティングでチャレンジ支援をテーマとし

た取組の実施

○女性のチャレンジ支援ネットワークの構築に向けた整備検討

・検討会議の開催

・ チャレンジサイトなら」の構築「

○男女共同参画週間事業におけるチャレンジ支援の広報啓発

（ネットワーク参加機関《協議会参加予定機関 ）》

別紙のとおり

（経過及び概要）

平成１６年６月 男女共同参画週間事業の実施

９月 ネットワーク化に関する事前調査(関係機関の

業務内容調査)実施

１０月 男女共同参画県民ミーティング開催

１２月 女性のチャレンジ支援ネットワーク化に関する

検討会第１回開催

１２月 県民会議事業推進部会開催

平成１７年２月 ネットワーク化に関する検討会第２回開催

２月～３月 チャレンジ支援講座開催

３月末 チャレンジサイトの設置

２.女性のチャレンジ (1)チャレンジ支援ネットワークを活かし、複数の機関が連携し

支援関係事業 て行った事業

◎女性のチャレンジ支援ネットワーク化に関する検討会

①連携機関 別紙のとおり

②連携事業の具体的な内容

目的：奈良県で提供されている女性のチャレンジ支援関連情

報のネットワーク化、一元化、各機関の連携

経過：

第１回

日時 平成１６年１２月２２日(水):
場所 奈良県女性センター:

:内容

( )基調講演「女性のチャレンジ支援について」1
講師 佐野智世(戦略ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研究所 ｹｲ･ﾌｧｸﾄﾘｰ代表):

( )ﾁｬﾚﾝｼﾞ支援ﾈｯﾄﾜｰｸ化に向けた情報交換・意見交換2
第２回

日時 平成１７年２月１７日(木):
場所 奈良県女性センター:
内容 〇ネットワーク化とサイト構築に向けた意見交換:

〇協議会への移行について

｢チャレンジサイトなら｣の構築◎女性のチャレンジサイト
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(2)(1)に関連した関係機関等の取組

ア 男女共同参画県民ミーティング

女性のチャレンジ支援をテーマとした基調講演・パネルディ

スカッションと会場参加者との意見交換

①連携機関

主催：奈良県

県内の様々な分野で活動奈良県男女共同参画県民会議(

する広域的な団体、公募委員、関係行政機関等で組織)

共催：内閣府

後援：天理市、都祁村、山添村、川西町、三宅町、田原本町

②具体的な内容

日時：平成１６年１０月９日(土)

場所：天理市文化センター 文化ホール

ﾃ ｰ ﾏ： あなたのチャレンジを応援します」「

内容：基調講演 パネルディスカッション

講師･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 広岡守穂(中央大学法学部教授):
パネラー （県内でチャレンジした男女）:

イ 奈良県男女共同参画県民会議事業推進部会

女性のチャレンジ支援策に関する基調講演と、具体的な県内

企業の取組事例の紹介およびポジティブアクションの推進に向

けての意見交換

①連携機関

主催：奈良県、奈良県男女共同参画県民会議

②具体的な内容

日時：平成１６年１２月１７日(金)

場所：奈良県文化会館

ﾃ ｰ ﾏ： 女性のチャレンジ支援策をめぐって」「

内容：基調講演

講師 伊藤公雄(大阪大学大学院教授):
取組事例発表

取組企業名：大和信用金庫

平成１４年度｢ﾌｧﾐﾘｰ･ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰ企業｣奈良労働局長賞受賞

平成１５年度｢均等推進企業表彰｣奈良労働局長賞受賞

発表者 吉井良政(同信用金庫総務部副部長):

ウ 男女共同参画週間啓発事業

男女共同参画週間期間中に、女性のチャレンジ支援をテーマ

とした記念講演を開催

①連携機関

主催：なら男女共同参画イベント 実行委員会2004
（広く県内の各種団体に参加を呼びかけ、応募があった団体

等で組織された実行委員会、県も参加）

日時：平成１６年６月２３日(水)～２７日（日）

場所：奈良県女性センター

②具体的な内容

(ｱ)６月２３日(水) 記念講演「お笑いジェンダー論」

講師 瀬地山 角(東京大学助教授):
(ｲ)６月２７日(日)

記念講演「樋口一葉とチャレンジした明治の女性たち」

(古典文学研究｢Ｗ･Ｓの会｣)講師 堀井幸子 見原正佐子:
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エ 女性のチャレンジ支援講座

奈良で活躍しているＮＰＯチャレンジモデルを例にＮＰＯの

基礎知識や組織の運営方法を学ぶ。

①連携機関

主催：奈良県女性センター

(連携) 法人奈良ＮＰＯセンターNPO
講師：仲川順子( 法人奈良ＮＰＯセンター理事長)NPO
場所：奈良県女性センター

期間：平成１７年２月～３月 ５回開催

②具体的な内容

第１回 ２月４日(金) ｢ とボランティアはどう違う｣NPO
第２回 ２月８日(火) ｢ を運営しよう｣NPO
第３回 ２月 日(金) ｢ ･こんな活動あんな活動｣18 NPO

ぶ①～～チャレンジモデルから学

第４回 ２月 日(金) ｢ ･こんな活動あんな活動｣25 NPO
ぶ②～～チャレンジモデルから学

第５回 ３月４日(金) ｢協働って必要？ ･自治体･企業 ｣NPO 」

～～ これからの発展に向けてNPO

３.事業の成果及び (1)事業全体の成果

ア 男女共同参画県民ミーティング今後の課題

〇参加者数：１２０名

〇主催者としての評価

・講師から実体験に基づくわかりやすい基調講演をいただい

たこと及びパネラーから様々なスタイルでのチャレンジの

事例を紹介していただいたことにより、参加者にチャレン

ジとその志の大切さを理解していただいたと認識。

・台風接近のため開催が危ぶまれたが、参加者の満足度は高

かったと認識。

〇参加者の主な意見

・志をもってチャレンジすることの大切さを再認識した。

・いろんなチャレンジの形や大きさがあることを理解した。

イ 奈良県男女共同参画県民会議事業推進部会

〇参加者数：２７名

〇主催者としての評価

・事業推進部会は経済団体等を中心とした構成であるため、

“なぜ女性のチャレンジ支援策が必要なのか”という基調講

演と、具体的な取組事例を発表していただいたことで、企

。業の取組について一定の方向性を示すことができたと認識

〇参加者の主な意見

・｢企業｣としての取組を｢地域｣にも応用したい。

・制度があるのならその運用が大切。

ウ 男女共同参画週間啓発事業

(ｱ)「お笑いジェンダー論」

〇受講者数：１４２名

〇主催者としての評価

・男女共同参画社会と女性が「チャレンジ」することの意義

を一般参加者にも伝えることができたと認識。
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〇参加者の主な意見

・私の周りの人達に伝えて、男女共同参画社会に少しでも近

づけるようチャレンジしていきたい。

・女性が様々なことにチャレンジし、能力を発揮することで

男性も社会も楽になるなら、こんなにいいことはない。

(ｲ)「樋口一葉とチャレンジした明治の女性たち」

受講者数：８８名

〇主催者としての評価

・明治に生きた女性たちのチャレンジを、わかりやすく一般

参加者に紹介できたものと認識。

〇参加者の主な意見

・明治という女性が生きにくい時代に、悩みながらもチャレ

ンジしている女性がいることを教えてもらって、自分も頑

張る勇気が持てた。

エ 女性のチャレンジ支援講座

〇受講者数：３７名

〇主催者としての評価

・ボランティアと の差異や の基礎知識、運営方法NPO NPO
などを学んでいただくことができたと認識。

〇参加者の主な意見

・講座を聴くことで 活動が身近なものになった。NPO
・今回の継続として、実践上のノウハウに関する講座をして

ほしい。

(2)今後の課題

〇チャレンジサイトの利用促進を図るため、あらゆる機会を

通じたＰＲの実施

〇女性センターの「ワンストップ化サービス」に向けた関係

機関との連携、特に各機関の特性を活かすための相互連携

のあり方の検討

〇チャレンジサイトでの積極的な｢チャレンジモデル｣の提示

〇拠点である女性センターのコーディネート機能・アドバイ

ザリー機能の充実と多様な人材活用

〇県民会議構成各団体において 「チャレンジ」の視点での、

自主的な取組

知事と女性リーダーとの談話会」開催４.備 考 関連事業：「

テーマ 私たちの再チャレンジ:
開催日時 ８月３日(火):
参加者 ９名:

奈良市登大路町３０５.担当部課等 （所在地）

奈良県生活環境部男女共同参画課（部課名）

高田尚孝（担当者）








